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１２７号金谷道路（竹岡Ｉ.Ｃ.）地質調査　平成元年９月　梶谷エンジニア株式会社

１２７号金谷道路（竹岡地区）地質調査　平成元年１０月　応用地質株式会社

各層厚は、国土交通省関東地方整備局千葉国道事務所より発注した下記の業務を参考とした

１２７号金谷道路（竹岡第三トンネル）地質調査業務委託　昭和６３年１０月　日営綜合設計株式会社

１２７号金谷道路竹岡高架橋地質調査委託　昭和６３年１１月　復建調査設計株式会社

１２７号金谷道路（竹岡第二トンネル）地質調査業務委託　昭和６３年１０月　株式会社東京ソイルリサーチ

１２７号金谷道路（竹岡第一トンネル）地質調査業務委託　昭和６３年１２月　株式会社ダイヤコンサルタント

１２７号金谷道路（金谷北部）地質調査　平成元年１０月　株式会社ダイヤコンサルタント
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